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18歳からの選挙が、今、始まる！
選挙権年齢が 18 歳以上になりました

　

選
挙
権
年
齢
が
、
平
成
27
年

６
月
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
20
歳
以

上
」
か
ら
「
18
歳
以
上
」
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
28
年
６

月
19
日
の
後
に
公
示
さ
れ
る
国

政
選
挙
の
公
示
日
以
後
に
公

示
・
告
示
さ
れ
る
選
挙
で
は
、

18
歳
、
19
歳
の
人
た
ち
も
「
有

権
者
」
と
し
て
、
投
票
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
、
今
、
引
き
下
げ
が

　

な
ぜ
、
今
、
選
挙
権
年
齢
の

「
18
歳
」
へ
の
引
き
下
げ
が
行

わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
な
か
で
未
来
の
日
本
に
生
き

て
い
く
若
い
世
代
に
、
日
本
の

あ
り
方
を
決
め
る
政
治
に
関
与

し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
意

図
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

い
ま
日
本
は
、
少
子
高
齢
化

の
た
め
、
若
年
層
の
人
口
が

減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
若

年
層
の
有
権
者
数
が
少
な
く
な

り
、
若
年
層
の
意
見
が
国
や
政

治
に
反
映
さ
れ
に
く
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

新
た
な
有
権
者
２
４
０
万
人

　

そ
こ
で
、
若
い
世
代
の
意
見

が
も
っ
と
政
治
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
選
挙
権
年
齢
を
引
き
下

げ
、
よ
り
多
く
の
若
い
人
た
ち

が
選
挙
で
投
票
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
18
歳
選
挙
権
」
に
よ
り
、

18
歳
、
19
歳
の
新
た
な
有
権
者

は
全
国
で
約
２
４
０
万
人
を
数

え
、
県
内
で
も
約
１
万
６
千
人

が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

世
界
で
も
18
歳
以
上
が
主
流

　

国
立
国
会
図
書
館
（
平
成
26

年
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
世
界

１
９
１
の
国
・
地
域
の
う
ち
、

そ
の
９
割
近
く
が
日
本
の
衆
議

院
に
あ
た
る
下
院
の
選
挙
権
年

齢
を
「
18
歳
以
上
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々

を
中
心
に
さ
ら
に
引
き
下
げ
を

進
め
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い

ま
す
。

インタビュー

同
世
代
み
ん
な
で
投
票
を

　

18
歳
は
、
進
路
や
進
学
が

決
ま
る
年
で
す
。
奨
学
金
な

ど
若
い
世
代
へ
の
補
助
や
、

県
外
へ
行
っ
て
も
、
地
元
へ

帰
っ
て
き
や
す
く
な
る
サ

ポ
ー
ト
な
ど
が
、
選
挙
で
投

票
す
る
人
を
選
ぶ
基
準
の
一

つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
自
分
の
一
票
で

国
の
政
治
が
変
わ
る
の
か
、

ま
だ
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
。

同
世
代
の
人
が
、
一
緒
に
投

票
し
な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
な
じ
み
が
な
か
っ

た
投
票
所
へ
も
、
若
者
が

も
っ
と
投
票
に
行
き
や
す
い

環
境
を
作
っ
て
も
ら
え
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
候
補
者
も
期
待

　

学
校
生
活
の
中
で
は
、
政

治
を
身
近
に
感
じ
に
く
く
、

話
題
に
上
ら
な
い
の
が
、
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。
全
校
生

徒
対
象
に
選
挙
へ
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
授
業
な
ど

で
学
ん
だ
ほ
う
が
、
よ
り
興

味
が
持
て
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
み
ん
な
好
奇
心

で
投
票
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
投
票
し
て
も
政
治
や

国
が
何
も
変
わ
ら
な
い
と
、

関
心
が
薄
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

投
票
だ
け
で
な
く
、
若
い

世
代
の
中
か
ら
選
挙
へ
の
立

候
補
者
が
出
て
、
自
分
た
ち

の
声
を
代
弁
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

若狭東高校 3 年　仲
な か の

野 珠
じ ゅ り あ

里亜 さん（18 歳）

若狭高校 3 年　畠
はたけなか

中 茄
か い と

愛 くん（18 歳）

各国の選挙権年齢

16 歳 アルゼンチン、オーストリア、ブラジルなど

17 歳 東ティモールなど

18 歳 アメリカ、イタリア、フランス、ロシアなど

19 歳 韓国

20 歳 カメルーン、日本（今回 18 歳に引き下げ）

21 歳 オマーン、マレーシア、シンガポールなど

■転載・引用：政府公報オンライン「自らの意見を一票に！『18 歳選挙』が始まります。」

選挙人名簿の登録制度が改正されました

選
挙
で
投
票
を
す
る
に
は

　

選
挙
で
投
票
す
る
に
は
、
住

民
票
の
あ
る
市
町
村
の
「
選
挙

人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

引
っ
越
し
を
し
た
場
合
は
、

新
住
所
地
に
転
入
の
届
出
を
し

た
日
か
ら
３
カ
月
以
上
住
ま
な

け
れ
ば
、「
選
挙
人
名
簿
」
に

登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

選
挙
で
投
票
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

旧
住
所
地
で
の
投
票
が
可
能
に

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ

り
、い
ず
れ
の
「
選
挙
人
名
簿
」

に
も
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
転

入
前
の
旧
住
所
地
に
３
カ
月
以

上
住
ん
で
い
た
場
合
は
、
旧
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
、
旧
住
所
地
で
投
票
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
有
権
者
と
な
る
18
、

19
歳
の
人
が
、
春
に
引
っ
越
し

を
し
た
場
合
、
新
住
所
地
で
は

投
票
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
旧
住
所
地
に

３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
た
場
合

は
、
夏
の
選
挙
で
は
旧
住
所
地

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【イメージ図】
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3カ月
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3カ月

参
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選
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3 カ月経過後は、
新住所地で投票
できます

旧住所地に 3カ
月以上住んでい
たため、旧住所
地で投票可能！

新住所地に引っ越し
てから 3カ月経過し
なければ、新住所地
では投票できません

旧住所地に行けない場合は不在者投票制度が活用できます

不在者投票の手続き

1．旧住所地の選挙管理委員会に、郵送な
　  どで投票用紙など必要な書類を請求し
　  ます。
2．交付された投票用紙などを持って、新

　  住所地の選挙管理委員会に行きます。

【
不
在
者
投
票
の
流
れ
】

旧住所地の
選挙管理委員会

新住所地の
選挙管理委員会

選挙人

①必要書類の請求

②必要書類の交付

④記入済みの
　投票用紙を郵送

③必要書類を
　持参して投票


